
串良ではこうした地勢が多く,またその剤に純然者の行
動の自由が保たれるため,この種の研究には有利な条件

を仰17えていた｡C)また個体追跡に際して,観群掛 こよ

る投月別土必邪条件ではなかった｡長年にわたると卜駅れ

のためか餌の仲介がなくても相当の ところまで追跡で

杏,またそのことが当面のサルの行動に直接影響を与え

るということは煎れであった｡ただ一定地域に群れをと

どめることが望ましい時は,略2時間ごとぐらいに多数

個体に投餌すればよい｡その丑は本調査の場合,1頭1

日平均大豆 60-90grであった｡d)以上の諸点から幸

.糾こおいては,性行動の分折に関しては実験室条件と自

然環境下での分析の接点を求めることが可能であるとの

拙論を得たoe)最後に本調査の期間,時期であるが,

=戸サツエ氏からの情報からも指摘されるごとく,観黙

されたデークーはこの群れの交尾期の終盤に位圧してお

り,おそらく,それは受胎後の交渉であるものと推定さ

れる｡1g69年19例の出産は5月より8月にわたる3か月

に集中しており,これに対応する交尾期は前年11月上旬

より2月上旬であり12月中旬に中央点が位既する,した

がって次回調査時期と期間は,これらの質料を十分考rtg.

して決定される必要がある｡

ニホンザルの発達段階

好 広 英 一 (京大 ･理 ･自然人斯)

志賀市原一帯に怯息するニホンザル群のうち,①地獄

御 こおいて餌付けされていもA群について,転山人など

オスザルの動きを,オスニホンザルの一生という観点か

ら考察し,◎一方,行動の面から発達段階を設定すべ

く,A‡刑こ所属するオス･メスのサ/レについて4才以下

の個体を中心に個体追跡による行動記良を行ったO◎ま

た野生群におけるニホンザルの発育とオスザルがどのよ

うに生きていくかを観察するための基礎作芥として,忠

究高原一帯に(a)何郡がいて,(b)それぞれの個体数はいく

らであり,(e)A群より転出したどのオスザルが所属して

いるか,の確認を試みた｡

結果であるが,まず㊥についてはA群の他に6群を確

認し,その中にA群出身のオスザル10頭を認めた｡次に

①についてであるが,A群よりの転出に関して,(a)A群

で生まれた3.5才以上のオスは10/14が転出しており,

4.5才を頂点に全て6才以下である,(b)A群へ転入した

個体も3/8が転出している,(C)個体銭別当時4.5才以

上だったオスは全て転出してしまっている,(d)1位のオ

スも9年間に4四が次々と転出している,ことから㈹全

てのオスがいつかはその生まれた群れを去ること,lJ3)汁

トナになって転入して来たオスもまた転出していくこと

が椎黙される｡転出のしかたについては(a)何匹かが相次

いで転山することが多く,ムレ内外の他のサルとの関係

で転出することが考えられ,(b)ワカモノとオトナで転出

のしかたが適うこと,すなわちr/カモノでは,(i)弱い

ものがより早く,(ll)転出入を短3g]間に何度かくりかえ

してから(lH)他のムt,にいる以見知りのオスを頼って,

掛11するが,オトナではそうでないことが明らかになっ

た｡その中で4.5才前後という時糊が不安定な移行期と

して印確認された｡しかしまだオスニホンザルの一生と

して記述するには宍料不足である.◎については,汽料

を幻めたのみで,まだ分析を行っていない｡

二ホンザルの発達段階

乗 越 胎 司 (大阪市大 ･現 ･生物)

1970年10月29日にyンポ51ユウム｢ニホンザルの発達

段階｣が開かれ,研究所内外の研究者たちと意見の交換

を行った｡

その結果,ニホyザルの幼時期における社会的,肉体

的発達の crjt王calpointは生後5週日,12週日,およ

び21週目あたりであることが明らかにされた｡

ます二, ニホンザルの怒りや恐れなどの excitement

の社会的成玉かこともなう先述の研究をするための方法論

を換討した｡

その結果,象隅や市田などの脚動表出を記録し,分析

することは,ビデオコーダーを使用することにより可能

であるが,スロー･スピードや-コマ送りの扱作を使い

モ=ク-する必要があることがわかった｡

ニホンザル母一子のコミュニケーション

パターン (その母一子関係の発達を通じ

て)

川 辺 寿美子 (大阪市大 ･理 ･生物)

日 的 :ニホンザルの社会構造に関する研究は,各

地の群れについて,かなりなされており,いろいろな現

象が明らかにされた｡彼らの群れが,1つには血縁を中

心に成りたっており,一方では,オスグルーブが独自に

順位をもち,群れの統卒に役立っているという中央など

について,さらにその成因をさぐっていくと,彼ら個々

の生い立ち,すなわち個体の発道が1つの盃要な斑をに

ぎっていると考えられる｡

発達に彫轡を与えると考えられる,後天的な環暁要因

の中で,アカンボウ期から幼児)捌こかけて,もりとも重

要な影響を与えうるのは,母親であるとい)仮定のもと

に,これまで,母親のない7'カンボウ (陥舵飼育)およ

びフィールドでの母親とアカンボウの行動 ･青田を中心
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